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DuMA ニュースレター                                  2020年 2月 10日 

２０20年１月の地震活動概観 
 １月には日本列島およびその周辺海域でマグニチュード５以上の地震は５個発生しました。１月６日の

ニュースレターで、２０１９年１２月には同様の地震が９個であった事を考えますと、１月は少し地震活動

が低調であったと言う事ができます。 

 
 

 １月で最も大きな地震は３日の未明に房総半島沖で発生したマグニチュード５．８の地震でした。この

地震では、千葉県銚子市や茨城県神栖市で最大震度４を観測し、関東の広い範囲や東北地方でも揺

れを感じました。正月早々の緊急地震速報で驚かれた方も多かったのではないでしょうか。一般に緊急

地震速報は、最大震度が震度５弱以上になると判断される地震で発表されます。 

 また緊急地震速報は「地震の予知」ではありません。発生した地震をその地震の最も近傍の観測点で

検知して（揺れを観測）、現代の IT の力で、その情報を地震波の速度（秒速 6km から８km ほど）より高

速（実際に電波の速度は秒速３０万 kmですね）に住民にお知らせするシステムです。 

 

 

新型肺炎報道について思う事 
  どのメディアでも非常に多くの時間を新型肺炎関係のニュースに割いています。ここで私が不思議に

思うのは、たとえばクルーズ船における陽性となった方の年齢構成が以下のように報道されました。 

 「横浜沖に停泊中の「ダイヤモンド・プリンセス」では、７日までに、発熱など症状のある乗客ら２７３人に

ついて実施した検査の結果が判明。これまでの２０人に加え、新たに４１人の感染が判明した。４１人は

すべて乗客で、うち２１人が日本国籍。年齢別では２０代から４０代までが３人、５０代が３人、６０代が８

人、７０代が２１人、８０代が６人。」 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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 この情報に意味がないとは言えませんが、一方、死亡した方の年齢について、朝日新聞では「中国で

新型コロナウイルスに感染し、死亡した人は高齢者に集中している。地方政府の発表や報道で、年齢

や性別などがわかる 54人分の個人データを朝日新聞が集計した。平均年齢は 70歳で、65歳以上が

約 8割を占めた。専門家は抵抗力の弱い高齢者に対する周囲のケアが必要だと指摘する」というような

ものや、時事通信では「中国国家衛生健康委員会（ＮＨＣ）の４日の発表によると、これまでの死者の８

０％は６０歳以上の高齢者で、７５％には以前から糖尿病などの基礎疾患があった」という報道となって

います。 

 漠然と「高齢者で基礎疾患があるとまずいのだろう」という事はわかりますが、特にクルーズ船の場合、

なぜ乗船者とクルーの年齢構成をどこも報道しないのでしょうか。クルーズ船の場合、乗客にリタイアさ

れた高齢者が多い事は容易に推測できます。全体の年齢構成を知らずにたとえば７０代が圧倒的など

という思い込みが生じる可能性すらあります。 

 

 実は地震の予測についても、大きな地震はめったに発生しませんが、小さな地震は日常的に発生し

ています。そして一般的にマグニチュードが１小さくなると１０倍の地震が発生します（これまで何度も述

べてきたグーテンベルグ・リヒターの関係）。従って、小さな地震は偶然でも「よく当たる」のです。しかし

いくつかのメディアは民間予知会社からの「予知成功情報」のみを鵜呑みにして報道しています。本当

に「予知」が当たっているかの評価は極めて難しく、我々も現在予知情報をどう評価するかに関する啓

発的な文章を準備しているところです。 

 これらの問題はマスメディアの情報リテラシーの問題に帰するのかもしれません。 

 

日本列島陸域の地下天気図® 

 １２月２３日のニュースレターに引き続き、日本列島の主に陸域に特化した地下天気図解析です。今週

も２月７日時点の L タイプと M タイプの２種類の地下天気図をお示しします。 

 
 

 この地下天気図は陸域で発生した浅い地震（深さ 60km まで）を用いて解析しています。さらに陸域と

いう事で非常に小さいマグニチュードの地震まで解析に用いており、マグニチュード５程度の地震に対
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しても感度があると考えています。 

 また、この地下天気図では関東地方に青色の異常が出ていません。それに対して、先週掲載した地

下天気図では、関東地方に静穏化の異常が確認できます。これは先週の２月３日のニュースレターで

解析に用いているパラメータと今回の解析のパラメータに違いがあるためで、２月３日の地下天気図の

ほうがより大きな地震（M6.5以上）をターゲットとしているためです。どちらが間違っているというものでは

無い事にご留意下さい。 

 現在の状況は L タイプ、M タイプ共通で異常が出ている能登半島周辺での異常が新たに発生し、進

行中だと考えています。 

 

 

最新の DuMAダッシュボード 
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